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6月 1日から 3日まで、横浜で第 5回アフリカ開発会議（TICAD V）が開催された。アフリカ





















































TICAD Vが開かれる前の 5月には、東京にアフリカ 15ヵ国の資源担当大臣を招き、経済産業
省と石油天然ガス金属鉱物資源機構（JOGMEC）が鉱業ビジネス会議（Japan Sustainable Mining, 
Investment & Technology Business Forum: J-SUMIT）を開催した。日本のような資源輸入国が鉱業関
連の国際会議を開くのはきわめて稀である。 
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24 アフリカレポート 2013年 No.51 
 
政策にちゃんと反映されていた。こういう地に足の着いた外交政策でなければ外国との堅い関係
は築けないものである。安定政権のような自信すら感じられた。 
印象に残ったのは安倍総理のスピーチである。英語に訳すととてもクリアで、アピール力のあ
るものだった。日本の政治家からこういうスピーチを聞けたことは嬉しかった。 
 
（ひらの・かつみ／アジア経済研究所） 
